
河川における対策
○令和元年東⽇本台⾵では、各地で戦後最⼤を超える洪⽔により甚⼤な被害が発⽣したことを踏まえ、荒川においても、事前防災対策を進め
る必要がある。そのため、以下の取り組みを実施し、昭和22年9⽉に発⽣した戦後最⼤規模の洪⽔を資産の集中する⾸都圏中枢部において
安全に流下させ、流域における浸⽔被害の軽減を図る。

 国管理河川（荒川下流部）での対策内容

洪水を安全に流下させるために必要な箇所等において、河道掘削を
実施します。

実施にあたっては、河床変動、動植物の生息・生育環境等に配慮す
るとともに、継続的な観測を実施しつつ、その結果を踏まえて適切に
行うこととし、河道掘削により発生する土砂は、築堤等へ有効活用に
努めます。

荒川下流部の掘削にあたっては、洪水時の水位や河床変動等をモニ
タリングし、河川環境・維持管理も踏まえ行います。

①河道掘削
橋梁の高さが低いこと等により洪水の安全の流下の阻害となっている

橋梁の架替を行います。
橋梁により、局所的に堤防が低く越水のおそれがある区間について

は、暫定的な対策として、盛土等により高さを確保し、越水を防止しま
す。

②京成本線荒川橋梁架替・橋梁部周辺対策

浚渫の実施状況

浚渫全景

浚渫状況

資料５
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河川における対策

 国管理河川（荒川下流部）での対策内容

③高潮対策

荒川の河口から堀切橋までの区間において、高潮堤防の断面形状に
対して高さ又は幅が不足している区間等について、嵩上げ又は拡幅
を実施します。

④高規格堤防整備

高規格堤防整備イメージ

高規格堤防（新田地区）

堤防の決壊を回避するとともに、氾濫時の貴重な避難場所ともなる高
規格堤防の整備を行います。

高規格堤防の整備にあたっては、まちづくり構想や都市計画との調整
を行い、調整状況を踏まえつつ順次事業を行います。

令和２年２月撮影

○令和元年東⽇本台⾵では、各地で戦後最⼤を超える洪⽔により甚⼤な被害が発⽣したことを踏まえ、荒川においても、事前防災対策を進め
る必要がある。そのため、以下の取り組みを実施し、昭和22年9⽉に発⽣した戦後最⼤規模の洪⽔を資産の集中する⾸都圏中枢部において
安全に流下させ、流域における浸⽔被害の軽減を図る。

中川

中堤

荒川

護岸整備
堤防のかさ上げ

中堤
地盤改良

中堤高潮対策のイメージ 2



河川における対策

 国管理河川（荒川下流部）での対策内容

地震動や液状化の影響により、堤防の沈下・ひび割れ等、河川管理
施設が被災すると、地震後の洪水及び津波により、二次災害のおそ
れがあります。このため、耐震性能の照査等を行い必要に応じて耐震
対策を実施します。

荒川下流部においては、ゼロメートル地帯等の低平地が大規模地震
による津波が発生した場合には、壊滅的な被害となる発生するおそ
れがあることから、優先的に耐震対策を実施します。

⑤ゼロメートル地帯堤防地震対策

対策前

地震発⽣後の効果のイメージ
対策後

地
盤
改
良

地
盤
改
良

堤防の変位が少なくなり、強固な堤防となる。

⑥浸透対策・侵食対策

荒
川

【新田一丁目】
約220mの区間で浸透対策を実施

（令和元年度完成）

鹿浜橋

⾜⽴区

堤防法尻にドレーンを設置するなど、堤防強化（浸透）対策を実施しま
す。

堤防川表法面にコンクリートブロック張を設置するなど、堤防強化（侵
食）対策を実施します。

○令和元年東⽇本台⾵では、各地で戦後最⼤を超える洪⽔により甚⼤な被害が発⽣したことを踏まえ、荒川においても、事前防災対策を進め
る必要がある。そのため、以下の取り組みを実施し、昭和22年9⽉に発⽣した戦後最⼤規模の洪⽔を資産の集中する⾸都圏中枢部において
安全に流下させ、流域における浸⽔被害の軽減を図る。

浸透対策イメージ
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河川における対策

○１時間あたり50mm規模の降雨による洪水を安全に流下させることを目標とし整備を進める。（霞川、芝川・新芝川）
○地震水害を防止するため、江東三角地帯を概ね東西に二分し整備を進めている。地盤が特に低く舟航などの河川利用も少ない東側区域の河

川は、平常水位を低下する内水低下方式により整備し、地盤が比較的高く河川利用の多い西側区域の河川は、耐震護岸方式により整備を行
っている。（江東内部河川）

 都管理河川（霞川、江東内部河川）での対策内容

江東内部河川の東側では、人工的に平常水位を低下させるとともに、
河道整備とあわせて環境整備や高水敷への遊歩道整備等を行いま
す。

②霞川（河道整備、橋梁架替）

旧中川の遊歩道整備イメージ

閘門、樋門、排
水機場により外
水から締め切ら
れた閉鎖的な水
域をつくり、人工
的に水位を低下
させている。

水位低下前

水位低下後

霞川では、動植物の生育環境を維持若しくは創出できるような環境
に配慮した護岸の整備及びそれに伴い必要となる橋梁の架替えを行
います。

①江東内部河川（河道整備）

護岸整備前 護岸整備後

＜標準断面図＞
出典：霞川圏域河川整備計画 4



流域における対策

下水道の雨水貯留施設、排水施設の整備 下水道の排水施設の耐水化

ポンプ所などの耐⽔対策

雨水貯留施設の整備例

ポンプ所の整備例

 下水道の雨水貯留施設・排水施設の整備、下水道の排水施設の耐水化
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平成12年に発生した東海豪雨規模の大雨に
よる浸水高さを想定した耐水対策を実施済

東京都防災会議で示した最大津波高さに対し
電気設備などの浸水を防ぐ耐水対策を実施済

震災により堤防や水門が損傷しても、電気・機
械設備への浸水を防止し、設備の機能を確保



流域における対策

 高台まちづくりの推進

・ゼロメートル地帯で⼤規模浸⽔が発⽣した場合でも、建物から浸⽔区域を経由せずに
⾼台などへの安全な避難が可能

【事業の経緯】
小松川地区高規格堤防整備事業とあわせて東京都の
亀戸・大島・小松川第三地区第二種市街地再開発事
業及び江戸川区の千本桜整備事業等を実施

【小松川地区高規格堤防整備関連事業】
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流域における対策

 雨水貯留・浸透施設の整備

貯留槽

浸透ます浸透トレンチ

 雨水流出抑制対策のイメージ

 雨水流出抑制施設の種類

⾬⽔を直接、地下に浸透さ
せ、河川や下⽔道への流出
を抑制する施設です。

⾬⽔をいったん貯めて、河川や下⽔
道の⽔位が低下した後に、ポンプなど
で排⽔する施設です。集中的な流
⼊負担を減らすことができます。

⼤⾬等で河川の⽔が増
えて、堤防から⽔があふ
れておこる⽔害

まちに降った⾬を下⽔道が流
し切れずにおきる⽔害

 雨水は下水道に集められ、河川へ流れ
ます。河川は、これに加えて流域の雨
水を集めて海に流しています。

 河川において洪水を安全に流下させる
ため、河川や下水道への雨水の流出を
抑制する必要があります。このため、
流域における対策として、雨水貯留・
浸透施設の整備を推進します。

校庭貯留
（江東区

豊洲西小学校）

校庭貯留
（北区

堀船中学校）
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ソフト対策（避難・水防等に関する対策）

 命を守るための迅速かつ的確な避難行動のための取組

• 荒川下流タイムライン（拡大試行版）を運用し、専門部会において見直しを実施（荒川水系（東京都）大規模氾濫に関する減災対策協議会）

荒川下流タイムライン（拡⼤試⾏版）の運⽤状況

台⾵第１９号
経路図

荒川下流タイムライン（拡⼤試⾏版）のイメージ

 タイムラインの策定・運用

8第６回 荒川⽔系（東京都）⼤規模氾濫に関する減災対策協議会より作成



ソフト対策（避難・水防等に関する対策）

 命を守るための迅速かつ的確な避難行動のための取組

• 避難確保計画作成を⽀援するＤＶＤ及び⼿引きを作成（荒川⽔系（東京都）⼤規模氾濫に関する減災対策協議会）
• 避難確保計画作成講習会を実施（板橋区、江⼾川区）
• 避難確保計画作成の⼿引き及び雛形を作成（江⼾川区）

避難確保計画作成講習会（板橋区）
避難確保計画の雛形（江⼾川区）

避難確保計画作成⽀援ＤＶＤを作成
（荒川⽔系（東京都）⼤規模氾濫に関する減災対策協議会）

ＤＶＤ

 広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

9第６回 荒川⽔系（東京都）⼤規模氾濫に関する減災対策協議会より作成



ソフト対策（避難・水防等に関する対策）

• 荒川の洪⽔浸⽔想定区域の改定内容を踏まえて、現地標識の浸⽔深さを修正（北区）
• ⺠間事業者と協定を締結し、電柱共架の広告に想定浸⽔深等を掲⽰（墨⽥区）
• 主要道路沿いのロケット型消⽕器格納箱に海抜表⽰ステッカーを貼付（⾜⽴区）

海抜表示を掲示
（足立区）

現地標識の浸
水深さを修正

（北区）

■その他の取り組み
①命を守るための迅速かつ的確な避難⾏動のための取り組み
• 情報伝達・避難計画等の体制の充実
• 防災教育や防災知識の普及
• 垂直避難者の発⽣を踏まえた被害低減の対策
②洪⽔氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための取組
• 既設ダムの危機管理型運⽤⽅法の確⽴
• 効果的な⽔防活動を⾏うための⽔防体制強化
• 庁舎や災害拠点病院等の⾃衛⽔防の推進に関する事項
• 減災・防災に関する国の⽀援
③⼀刻も早い⽣活再建及び社会経済活動の回復を可能とするための取組
• 排⽔計画作成及び訓練の実施
• 早期復興⽀援 等

 命を守るための迅速かつ的確な避難行動のための取組

 広域避難を考慮したハザードマップの作成・周知等

10第５回、第６回 荒川⽔系（東京都）⼤規模氾濫に関する減災対策協議会より作成


